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〔
赤
の
校
抽
い
皇
1
机
机
存
在
や
 
 

あ
る
那
什
粕
は
、
腔
律
十
‖
に
m
 
 

㌍
か
ち
ち
ヰ
つ
と
叩
い
川
圧
キ
罠
 
 

見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
．
こ
の
毀
沌
 
 

の
珊
黒
を
振
り
返
コ
し
み
J
り
と
、
 
 

燕
′
仙
鴨
川
に
析
小
ぶ
り
、
デ
イ
ー
セ
 
 

ル
丁
ノ
ジ
ン
、
モ
し
t
し
”
㌣
州
ヤ
ー
 
 

タ
1
へ
と
動
〃
M
が
¶
ぃ
き
誓
わ
っ
 
 

て
き
た
．
モ
の
理
川
は
、
酎
〃
抽
 
 

の
変
換
効
率
∽
速
い
に
み
り
、
蒸
 
 

気
機
関
で
＝
0
1
±
0
％
、
デ
ィ
 
 

ー
ゼ
ル
エ
ン
苧
ノ
で
≡
0
・
円
○
 
 

解
、
モ
ー
タ
1
で
は
案
に
八
C
％
 
 

以
⊥
と
血
u
…
く
な
り
、
そ
の
気
に
な
 
 

れ
ば
九
五
％
以
上
も
実
現
で
き
る
 
 

の
で
嬰
彗
そ
の
た
め
、
運
転
コ
 
 

ス
ト
が
賢
く
揖
る
だ
け
で
な
く
、
 
 

省
エ
ネ
ル
ギ
L
、
門
田
抽
山
根
l
「
…
 
 

加
ら
も
、
址
余
に
人
き
く
H
献
し
 
 

て
い
る
．
 
 
 

こ
の
ほ
か
に
も
〃
岨
．
州
工
衆
ル
ポ
 
 

1
は
北
独
、
御
拙
1
．
」
い
っ
た
川
餓
 
 

優
れ
た
面
が
多
い
電
気
 
 

泣
き
所
は
「
貯
蔵
の
難
し
き
」
 
 

し刑棚甜岨御 薗譜塊暫  
訝  

吉
＼
圭
髄
柾
 
 

加
ら
．
パ
ソ
コ
ン
、
調
和
［
諾
、
 
 

テ
レ
ビ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
エ
レ
 
 

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
＝
叩
に
至
る
ま
 
 

で
、
醐
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
．
 
 
 

こ
の
よ
う
に
．
憮
れ
た
血
を
労
 
 

く
持
つ
耶
k
エ
ネ
ル
ギ
で
は
揖
 
 

る
が
、
旅
人
∽
朝
日
州
と
な
っ
て
い
 
 

る
揖
が
「
町
域
が
囚
糀
L
と
い
う
 
 

こ
と
で
申
相
．
帰
．
叫
エ
ネ
ル
ギ
コ
 
 

を
離
与
句
も
の
レ
卜
し
て
は
、
以
前
 
 

空気二重屑キャパシタと   
バッテリーの比鞍  

と
票
穿
イ
オ
ー
ド
を
内
蔵
し
た
 
 

道
断
抗
が
♯
げ
ら
れ
る
（
写
真
 
 

呈
二
こ
の
Ⅲ
躍
如
は
、
属
川
は
 
 

大
棚
…
咄
糾
で
開
化
し
た
相
克
エ
＊
 
 

ル
ギ
ー
を
、
Ⅷ
貼
二
明
購
キ
ャ
パ
 
 

シ
タ
旺
甲
兄
、
撹
川
に
は
珊
光
ダ
 
 

イ
オ
ー
ド
を
点
礪
真
性
為
の
に
仙
 
 

わ
れ
る
．
こ
の
よ
う
な
用
途
で
 
 

は
、
一
印
で
〓
［
六
十
冗
H
の
允
 
 

此
用
が
柑
り
出
盗
れ
為
た
め
、
一
ニ
 
 

エ
ネ
ル
ギ
1
を
郎
与
鳥
肌
点
で
 
 

Ⅲ
た
糊
人
u
、
す
で
に
出
川
化
盗
れ
 
 

た
再
起
m
酬
し
L
し
て
∴
企
m
描
 
 

E
J
 
 
 
 
 
」
川
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
ウ
ー
 
 

【
U
 
n
U
 
n
U
 
n
リ
 
 

道
路
鋲
や
電
気
系
自
動
車
 
 

ト
ミ
 
 

き
れ
る
場
命
に
 
 

ほ
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
が
利
用
き
れ
 
 

て
き
た
。
例
え
嘩
電
鞄
か
ら
の
 
 

エ
ネ
ル
ギ
1
を
ア
ル
ミ
．
電
解
コ
ン
 
 

デ
ン
サ
1
に
部
え
る
こ
と
で
、
カ
 
 

メ
ラ
の
ス
ト
ロ
ボ
は
憎
＝
歳
出
よ
 
 

り
屯
柿
招
に
肌
イ
付
い
光
子
〓
廿
と
 
 

と
が
で
き
為
∽
で
み
」
付
．
さ
ら
 
 

に
、
コ
ン
デ
ン
サ
1
に
は
．
m
池
 
 

よ
り
も
〃
巾
が
艮
い
と
い
っ
た
H
 
 

斬
も
益
鳥
．
し
か
し
、
漕
い
よ
 
 

間
 
蘭
 
 

1
D
 
 
な
パ
ワ
ー
書
芸
 
 

叩
で
H
イ
申
・
同
を
坦
凡
て
し
把
う
．
 
 

モ
の
た
め
、
仮
に
剤
瑞
糾
市
■
仕
っ
 
 

た
と
す
J
巾
と
、
戦
琵
に
．
蛇
は
期
 
 

一口1 1が 1ロ1 1ロ2  伊
 
か
ら
m
削
が
旺
【
り
 
 

ネルキー密虎亡州「／k91  

れ
て
い
為
が
、
栗
 
 

拙
T
㍍
回
誓
桁
笑
 
 

れ
て
い
る
．
ま
 
 

た
、
秒
巾
Ⅲ
や
分
 
 

瑚
付
と
い
っ
た
レ
 
 

ベ
ル
で
の
急
迅
な
 
 

允
胱
H
は
一
石
捏
‥
山
 
 

で
申
雪
 
 

一
刀
．
瞬
間
的
 
 七醸■i≠  

の
川
に
尊
討
■
・
 
 

‖
車
少
L
l
め
ト
や
つ
と
い
う
こ
と
で
 
 

ス
ー
パ
ー
車
ヤ
パ
シ
タ
や
り
・
ル
ト
 
 

ラ
キ
ャ
パ
シ
タ
な
ど
と
岬
ば
れ
 
 

る
、
い
わ
管
用
1
伸
l
・
1
′
仙
二
明
晰
キ
 
 

ャ
パ
シ
タ
」
の
問
喋
川
が
≠
ハ
め
↓
り
 
 

れ
、
担
〃
頴
［
‖
キ
耶
び
る
童
つ
に
 
 

な
っ
て
穿
た
〔
写
貿
－
）
．
こ
 
 

の
叩
咄
′
竺
司
軍
票
・
バ
シ
タ
の
此
 
 

理
は
、
舐
咋
只
の
隼
六
な
‖
牢
凹
研
、
 
 

の
⊥
に
、
分
．
∵
レ
ベ
ル
の
非
胃
に
 
 

短
い
璧
撃
票
づ
七
宗
芽
碁
病
扶
 
 

に
分
指
さ
せ
る
こ
と
で
、
巨
大
な
 
 

壁
．
…
垂
聖
童
‖
記
さ
せ
た
も
の
で
 
 

あ
る
．
 
 

牛
乳
瓶
で
二
幸
F
 
 
 

迎
門
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の
円
山
L
廿
 
 

は
〃
ド
（
マ
イ
ク
ロ
コ
ア
ラ
ツ
 
 

ド
）
と
い
う
昭
Ⅲ
で
戎
廿
．
と
こ
 
 

ろ
が
、
だ
い
た
い
隼
札
拭
く
ろ
い
 
 

の
大
洋
パ
∽
リ
サ
二
小
型
い
一
↓
．
バ
 
 

シ
タ
で
、
異
に
．
「
ヰ
F
と
い
う
円
 
 

晶
に
璧
牌
す
る
必
哩
が
〓
て
く
 
 

る
．
 
 
 モ

の
増
補
k
＝
‥
用
栖
キ
ャ
パ
 
 

シ
窒
ゞ
汽
欣
‥
仙
重
り
兄
ば
、
前
面
 
 

は
楕
描
に
艮
＜
な
り
、
礪
柏
賛
掩
 
 

な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
バ
咄
に
 
 

′忘・＿ヽ  
う
に
多
く
の
エ
 
 

ネ
ル
ギ
ー
隻
習
 
 

え
る
の
は
川
部
 
 

で
あ
る
と
い
う
 
 

の
が
厚
相
で
損
 
 

っ
た
．
 
 
 

こ
の
巾
咄
軌
と
 
 

コ
ン
デ
ン
サ
ー
 
 

†＿上＿．p 
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屑
を
速
成
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
 
 

．
軍
事
一
花
層
を
維
持
で
き
昂
相
打
 
 

の
制
約
が
お
る
た
山
、
耐
電
圧
は
 
 

一
大
あ
た
り
二
・
五
V
刷
睡
レ
L
砥
 
 

い
の
で
、
り
断
に
山
川
甘
け
心
因
∧
＝
 
 

に
は
、
直
列
数
を
川
や
し
て
帖
m
 
 

寸
為
必
状
が
聖
和
．
い
ザ
れ
に
し
 
 

て
も
、
同
じ
i
R
拝
り
丹
肌
肌
卜
し
比
べ
 
 

て
大
門
緑
バ
リ
ー
を
出
仕
為
止
ろ
 
 

に
た
【
り
、
ア
ル
ミ
m
仰
H
シ
テ
ン
 
 

叶
・
－
よ
り
わ
＃
く
り
〔
耳
ル
ポ
1
 
 

な
る
．
こ
の
ほ
か
に
も
、
肇
ナ
機
 
 

器
の
砥
椚
費
電
力
化
が
進
ん
だ
た
 
 

め
、
パ
ソ
コ
ン
や
家
電
製
［
m
な
ど
 
 

の
メ
モ
リ
ー
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
 
 

に
海
相
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
 
 
 

も
う
少
し
規
模
が
大
き
く
な
る
 
 

と
、
陪
川
肌
な
牡
舶
が
多
い
凪
叫
 
 

と
糾
み
n
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
も
あ
 
 

る
茸
【
苫
）
．
以
－
1
の
よ
一
志
 
 

川
漁
で
は
、
パ
ワ
ー
は
聴
聞
さ
れ
 
 

な
い
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
1
¶
肌
型
 
 

の
珊
担
一
措
串
ヤ
パ
シ
タ
が
向
 
 

い
て
い
る
と
相
見
ら
れ
希
．
 
 

低
い
内
部
抵
抗
生
か
す
 
 
 

門
郡
批
机
が
拙
い
と
い
う
、
コ
 
 

ン
デ
ン
サ
］
ら
し
い
冊
肺
モ
帆
刷
 
 

忙
F
－
1
し
た
用
途
む
専
相
“
火
染
出
 
 

期
待
が
閏
た
れ
て
い
為
分
野
は
吊
 
 

違
 
 
∴
 
世
 
 

灘
腰
憩
畢
曹
華
－
 
 

・
．
．
 
 

訳
・
り
 
 
 

ヽ
 
 

t7了黄3】肌．・l」＿と甫LL2市牌キ十パシタの  
和み了き；bせ いい】r！拙抑冊子J  を

蓄
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 
 

こ
の
局
毎
一
重
脚
キ
ャ
パ
シ
タ
 
 

は
、
唱
帖
帖
廿
日
な
ど
を
淀
む
す
る
 
 

こ
と
で
「
冊
再
呵
啓
‥
里
を
川
中
し
て
 
 

多
く
め
エ
ネ
ル
苧
L
苦
聖
奈
貰
 
 

イ
ブ
」
と
「
内
郡
班
れ
キ
軍
り
し
 
 

て
人
き
氏
パ
ワ
1
を
l
r
（
り
〓
世
帯
 
 

タ
イ
プ
一
に
分
〓
ら
れ
勺
そ
し
 
 

て
、
こ
れ
ら
∽
特
徴
草
■
丹
・
、
‖
か
叩
こ
 
 

と
で
、
即
た
㍑
鋸
＝
m
草
■
圧
ぷ
出
Ⅴ
 
 

こ
と
が
で
牢
相
ヰ
「
に
な
′
l
■
た
．
 
 

気
累
日
軌
巾
で
専
心
．
先
に
述
べ
 
 

た
よ
う
旺
、
エ
ン
ジ
ン
よ
り
も
は
 
 

る
加
に
高
い
変
怪
聞
轟
の
モ
ー
タ
 
 

ー
を
使
う
こ
と
で
、
自
動
串
の
消
 
 

費
エ
ネ
ル
ギ
H
を
大
き
く
改
帯
＝
す
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
．
そ
の
う
え
、
 
 

モ
ー
タ
ー
を
発
電
櫻
と
し
て
使
 
 

い
、
莞
岨
し
な
が
ら
プ
レ
⊥
妄
 
 

以
卜
の
よ
う
な
障
川
例
を
堤
q
 
 

と
、
瞬
冊
的
な
n
杓
密
M
が
人
語
 
 

い
分
野
に
、
屯
昼
両
壁
T
↓
．
パ
 
 

シ
タ
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
発
印
 
 

す
る
吊
恍
作
哩
‥
…
い
こ
と
が
拍
か
 
 

る
．
帝
椚
は
、
内
勤
叩
分
野
で
は
 
 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
、
ア
イ
 
 

ド
ル
ス
ト
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
、
苧
軌
 
 

苧蔓埜壷稟 議  
負
荷
変
動
紺
〕
の
大
き
い
分
野
 
 

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
 
 

「  
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か
け
る
回
生
ブ
レ
ー
キ
を
利
＝
¶
す
 
 

る
と
、
モ
れ
ま
で
熱
と
し
て
茸
L
 
 

て
い
た
エ
宋
ル
ギ
ー
を
、
も
う
‥
 
 

環
肯
郎
迂
に
煙
E
す
る
こ
と
が
で
 
 

き
る
の
で
あ
る
．
 
 
 

東
鮎
人
望
r
は
、
一
九
九
八
咋
 
 

ヒ
‖
に
じ
基
ケ
ミ
コ
ン
が
憫
発
＝
 
 

の
電
気
二
判
型
再
・
ヤ
バ
シ
タ
を
棋
 
 

界
で
胡
拍
て
リ
ー
う
ー
カ
ー
に
珊
 
 

瑚
し
、
川
棚
ソ
レ
ー
キ
に
串
現
珊
 
 

囁
伸
也
J
J
や
、
印
加
池
り
隕
∽
人
持
 
 

な
胱
叩
叫
局
〃
に
対
応
法
せ
た
．
そ
 
 

の
嘩
欄
．
担
而
層
霊
長
シ
タ
 
 

の
性
恍
両
卜
と
と
も
に
、
叩
丸
山
 
 

動
巾
な
ど
へ
も
…
測
川
し
、
エ
♯
ル
 
 

ポ
1
刷
H
効
燕
中
沼
親
し
∵
き
 
 

た
．
そ
し
て
二
n
〇
川
圧
電
H
に
 
 

は
、
電
旬
〓
胸
中
む
J
れ
エ
ネ
ル
ギ
 
 

ー
措
禦
嵩
笑
「
ワ
ー
ル
ド
・
エ
 
 

コ
ノ
・
ム
ー
ブ
」
に
山
…
揖
し
、
大
 
 

ム
‖
宵
山
鍼
を
質
V
し
て
性
野
レ
た
 
 

〔
写
宰
4
二
 
 
 

こ
の
欄
毎
日
動
暗
に
は
、
特
殊
 
 

電
装
と
と
も
に
問
雅
し
た
ア
モ
ル
 
 

フ
ァ
ス
コ
ア
D
C
T
ラ
シ
レ
ス
モ
 
 

ー
タ
ー
や
一
三
シ
ュ
ラ
ン
が
閲
発
 
 

中
の
鯉
低
転
が
り
琉
抗
タ
イ
ヤ
な
 
 

ど
と
と
も
に
、
曜
気
二
盟
桝
章
ヤ
 
 

バ
シ
タ
を
朽
航
し
て
い
る
．
そ
の
 
 

結
果
、
七
」
砺
（
約
0
・
一
周
 
 

笥1蒜■謬  

∫こI！こ‾¶  
■－ －＝－ 一 －・－－ ■  

て
い
る
．
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
 
 

ー
、
曙
小
、
理
北
口
ポ
ッ
ト
、
防
 
 

胃
∴
…
靴
汁
－
デ
ィ
叶
、
そ
 
 

し
て
㍍
窮
に
や
る
正
で
、
湖
尻
い
 
 

刺
川
ヰ
I
帖
‖
が
申
仰
の
で
は
㍍
い
だ
 
 

ろ
孟
．
 
 
 

ノ
 
 
 

、
 
 

現
在
の
と
こ
る
 
 

少
薙
い
な
ど
の
理
山
 
 

ll■  

l 構蓮茄宥去  刊
珊
耀
叩
岨
な
 
 

ど
に
姉
川
で
 
 

曹
誉
気
克
 
 

r  ニー1  
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力
）
の
増
力
を
煉
っ
て
梢
速
四
U
 
 

。
．
‰
瓜
l
以
卜
で
走
行
す
る
こ
と
に
成
 
 

功
し
た
．
こ
れ
は
、
円
木
紅
い
を
移
 
 

動
す
る
の
に
聖
旦
る
電
気
代
が
、
 
 

た
っ
た
の
四
円
分
で
済
む
こ
と
を
 
 

意
味
し
て
い
る
．
ガ
ソ
リ
ン
賢
 
 

だ
と
、
一
リ
ッ
タ
h
当
把
り
の
理
 
 

論
工
宋
ル
ポ
ー
で
瓦
T
㌔
打
、
舛
 
 

力
発
餌
Ⅲ
め
効
率
を
帯
概
し
て
も
 
 

〓
千
㌔
㍍
以
上
と
い
う
、
戯
砥
照
 
 

費
を
適
成
し
た
こ
と
に
な
る
．
 
 
 

燃
料
電
池
と
組
合
わ
せ
 
 
 

ま
た
、
燃
料
用
拙
レ
L
の
庚
－
1
み
∧
‖
 
 

わ
せ
も
大
い
l
こ
期
待
さ
れ
る
課
目
 
 

で
前
句
尼
近
は
、
コ
ジ
土
衆
レ
 
 

J
ソ
ヨ
ン
、
燃
那
＝
岨
抱
叫
、
牢
1
 
 

タ
フ
ル
撫
抽
砧
ど
の
川
冶
に
川
代
 
 

哺
分
♪
叫
燃
耶
…
里
抽
を
損
川
甘
為
 
 

試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
．
と
こ
ろ
 
 

が
、
改
尾
や
H
軌
車
で
嘩
つ
用
封
 
 

は
二
疋
で
は
な
い
た
め
、
燃
料
局
 
 

地
に
対
し
て
、
隣
州
別
に
大
き
な
 
 

パ
ワ
ー
が
栗
東
さ
れ
る
と
即
応
が
 
 

荒
し
い
．
 
 
 

そ
こ
で
内
部
抵
抗
が
大
き
い
 
 

燃
料
電
池
と
■
電
毎
一
鋸
屑
キ
ャ
パ
 
 

【
写
要
望
天
幅
璧
等
言
ル
ギ
1
化
を
進
め
た
頂
写
挺
（
リ
コ
⊥
 
 

旺
廿
…
m
i
｛
禁
両
毎
吊
掴
ヰ
↓
．
パ
シ
 
 

恵
庭
票
坤
哺
親
指
捏
 
 

構
と
竹
咄
柄
帰
山
ど
で
あ
り
、
レ
 
 

ア
メ
タ
ル
な
ど
を
恍
目
し
て
い
な
 
 

い
こ
と
か
ら
、
吊
悲
化
が
班
め
 
 

ば
、
柵
用
に
」
ス
ト
が
ド
即
る
余
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す
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．
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‖
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叫
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］
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．
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熊
田
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剛
他
に
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二
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シ
タ
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科
山
命
わ
世
た
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ブ
リ
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椚
田
描
拍
相
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製
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し
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硝
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円
∴
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ル
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食
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て
憫
J
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）
．
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仲
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テ
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．
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〇
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節
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．
従
来
 
 

の
習
m
で
は
、
一
五
〇
O
W
と
い
 
 

う
限
ら
才
l
た
ピ
ー
ク
堪
山
の
和
州
 
 

忙
収
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．
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Ⅰ
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仲
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．
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叫
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．
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冒
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．
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廿
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．
 
 
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
車
崇
洋
点
 
 

な
〃
何
で
の
糊
発
が
り
わ
れ
、
さ
 
 

ら
な
る
拙
作
梧
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．
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．
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．
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